
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第８５号 （令和２年１０月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆来春にかけてお祝い事が続きます◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、この秋から来年の春にかけて（よその家のことではあるの 

ですが）お祝い事が続きそうです。 

まず、義理の姪にあたります花ちゃん（故佐々部清監督の一人娘）が、「８月２４

日に入籍しました」と、届出をした区役所で撮影したと思われる記念写真が添付さ

れた LINEが届きました。 

二人が届け出る婚姻届を手に取った写真、スマホなのでそれを拡大してみたとこ

ろ、見覚えのある名前が。婚姻届の証人欄のところに、なんと、我が家の娘の名前

が記載されていたのです。その写真で私は初めて知ることになったのですが、妻に

聞いてみたところ、事前にいろいろと話があって、せっかくだからと娘が名前を書くこ

とになったようでした。 

自分自身の婚姻届のことは、かれこれ３０年近く前になりますので、証人欄のこと

は全く記憶にないのですが、ちょっとネットで調べてみたところ、比率として最も高い

のが、新郎の父と新婦の父の組み合わせで３２％だそうです。３位に約６％ですが、

新郎の友人と新婦の友人の組み合わせがあり、今回の義理の姪の場合は、新婦

の母と従妹にあたる我が家の娘で、こういったことも形式ばらず、新しい感覚なのか

なぁとまず感じました。 

ちなみに、入籍した８月２４日は、二人の付き合いだした日だったようです。結婚 

式は、１２月６日に都内で予定し、準備を進めているようです。 

この通信でも書かせていただきましたが、今年は佐々部清が亡く

なってしまったこともあり、本来であれば喪中の年になって、時期も

ずらすという話も出たのですが、もともと佐々部が （２枚目へ→） 
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発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

大森 米山 

（続き→） そういうことを気にするタイプでもなかったので、相手の親御さんにこだ

わりがなければ、日程はこのまま年内でとなったようです。 

花ちゃんを姉のように慕っている我が娘は、普段着物を着る機会があまりないの

で、今回はドレスではなく、着物にしようと張り切っております。 

そんなことを話題にしていると、次のお祝いのお知らせがまた LINE で入ってきま

した。今度は甥っ子の駿佑君が、９月２３日に入籍しますとのこと。妹から LINEが来

ました。結婚式は来年の５月２９日で予約したので、予定しておいてねという連絡で

した。 

そういえば、この通信の４９号（２０１７年１０月）と６１号（２０１８年１０月）で、話題

に取り上げたことのある甥っ子の優太君も入籍と結婚式は別日程で、今回の二組

も入籍と結婚式は別日程。今はそういう時代なのかと、思った次第です。 

そんな優太君ですが、早いもので入籍から３年が経ちまして、実は、つい先日、

これまた妹から LINE で連絡が来たのですが、９月２５日０時１分に３１７０グラムの

男の子が誕生しました。コロナの状況もあって、お父さんとなった優太君は立ち会

えなかったようですが、無事に第一子が誕生しました。 

私の母は、ひ孫の誕生を味わえるなんてとても幸せだと喜んでいます。母はコロ

ナのこともすぐに忘れてしまい、会えるのをすごく楽しみにしていましたが、コロナの

状況が落ち着くまでは、今流行のオンラインによる対面になると思っています。 

予定されている結婚式についても、コロナの影響はありそうですが、ただ、本人

たちが身内と仲の良い友人だけを集めて小規模で行う意向とのことだったので、問 

題なく開催されると思っています。 

暗いニュースばかりの中で、こういったおめでたいことが続き

に続き、とても嬉しい限りではあるのですが、当然、私の懐には

限りがあるわけで、これから続くであろう出費が心配です…。 


